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被子植物の種間交雑は、属内近縁種が近接して分布するさまざまなグループに広く見ら
れる現象で、数多くの事例が報告されている。種間交雑によって生じた個体群の中には、
倍数化や染色体の大幅な組み換えを経て、両親種と生殖的。生態的に隔離された別の種へ
と分化を遂げるものもある一方、両親種と戻し交雑を繰り返した結果、複雑な浸透性交雑
集団を形成することもある。後者のような状況では、ある親種にもう一方の親種の遺伝的
特性が浸透したことにより、親種の適応的な性質が変化することによって、新たな進化が
生じる可能`陸もあり、被子植物の多様化の研究においては、無視できない現象である。タ
ニウツギ属脆jr罪Iａ（ズイカズラ科）は、全国に３節８種が分布し，東北地方にはこのう
ち３節５種が分布する。東北地方ではタニウツギ腿鞍Z鋤Qr…Siｓ（SieboldetZucc.）
KKDchの分布域溌最も広く、南東北の太平洋側を除くほぼ全域に分布している。一方、別
の節に属するキバナウツギ協囮axx蝿極czii（SMoore）Rehderは、分布域はタニウツギほ
ど広くないが、秋田県南部から宮城Ｐ山形県境を経て福島県北部に分布して、タニウツギ
と水平分布が大きく重複する。この重複域では両者の間に交雑個体が形成されることが知
られており、しかも交雑個体の形態的特徴から、浸透性交雑の可能性も示唆されている。
そこで本研究では、タニウツギとキパナウツギの種間交雑現象が原因となって、キボナウ
ツギヘの遺伝的浸透が生じているのか否かについて、花部の形態形質の計測と遺伝的解析
を行って評価した。
タニウツギとの交雑個体が混生している宮城県仙台市および山形県山形市の２集団につ
いて、花期に各個体から５花ずつを採集し、花冠鑓よび尊筒の１２の形質を測定して比較し
た。その結果、個体間の形態的差異は小さく、形態的特徴から浸透'陸交雑が想定される個
体はほとんどなかった。一方、AFLＰ解析によ・て個体の遺伝的特性を調査した結果、少
数の個体でタニウツギとの浸透性交雑を示唆する結果が得られた。タニウツギヘのキパナ
ウッギの遺伝的浸透の状況と比較すると、キバナウツギヘの浸透は相対的に小さく、両者
の生態的な特性の差異が、この事に関連しているのではないかと推測される。
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